
カリキュラムマップ　言語聴覚学専攻　（専門基礎科目　専門科目）

前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期

解剖・生理学

音声言語医学 聴覚医学

耳鼻咽喉科学 病理学 小児科学

内科学 歯科・口腔外科学

神経内科学 形成外科学
①

精神医学 救急救命医学 ②

リハビリテーション医学

臨床心理学

人間発達学 認知・学習心理学

神経心理学

心理測定法

言語発達学

音声学 言語学

音響学 聴覚心理学

理学療法概論 リハビリテーション概論 社会福祉

作業療法概論 衛生・公衆衛生学

言語聴覚学総論 言語聴覚療法マネジメント

言語聴覚学総合演習

地域言語聴覚学

学校教育連携

言語聴覚障害臨床論

失語・高次脳機能障害学総論 失語症学

高次脳機能障害学

言語発達障害学総論 ①
②

③

発声発語・摂食嚥下障害学総論

吃音・流暢性障害学

音声障害学

摂食嚥下障害学演習

聴覚障害学総論 成人系聴覚障害学

聴覚補償学

入門実習 臨床実習Ⅰ（評価）

臨床実習Ⅱ（総合）

失語・高次脳機能障害先進科学Ⅰ 言語発達障害先進科学Ⅳ

発声発語・聴覚障害先進科学Ⅱ 摂食嚥下障害先進科学Ⅴ

吃音・流暢性障害先進科学Ⅲ 臨床ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ先進科学Ⅵ

卒業研究Ⅰ（入門） 卒業研究Ⅱ（実践）

言語聴覚学専攻DP
①言語聴覚士として、高い倫理観と社会的責任について理解し、豊かな愛情と適切な礼節をもって、人と関わることができるコミュニケーション能力を有する。
②言語聴覚士に必要な基礎医学から言語聴覚障害の各専門領域までを体系的に理解し、論理的な思考力と的確な判断力をもって、科学的根拠に基づく適切な言語聴覚療法を実践できる能力を有する。
③保健・医療・福祉に携わる者としての社会的な役割を認識し、地域社会に貢献できる能力を有する。また、国内外を問わずに言語聴覚障害学の発展に寄与できる最先端の知見を有する。

小児系発話障害学

小児系聴覚障害学

言語聴覚障害診断学演習

小児・成人言語聴覚障害診断学

失語症学演習Ⅱ（訓練）

高次脳機能障害学演習Ⅱ（訓練）

言語発達障害学Ⅲ（重複障害)

言語発達障害学演習

高次脳機能障害学演習Ⅰ（評価）

失語症学演習Ⅰ（評価）

言語発達障害学Ⅰ（知的障害）

DP

摂食嚥下障害学

小児系発話障害学演習

言語発達障害学Ⅱ（発達障害）

成人系発話障害学 成人系発話障害学演習

2年次 3年次 4年次

卒業研究
（I）

臨床実習
（H）

聴覚障害学
（F）

言語聴覚先進科学

1年次

保健医療福祉とリハ
ビリテーションの理

念
（D）

専
門
基
礎
科
目

区分

発声発語・摂食嚥
下障害学
（E）

総合言語聴覚学
（A）

言語聴覚障害診断
学

（B）

失語・高次脳機能
障害学
（C）

言語発達障害学
（D）

心のはたらき・言
語とコミュニケー

ション

中区分

人体のしくみ・疾
病と治療

専
門
科
目
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